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1 はじめに
近年人と機械が接することが多くなり音声合成技術

の研究が盛んになってきている. 既存研究により人間
の話す音声には韻律的特徴に加え,分節的特徴も影響
を与えており, 自然な音声合成を行うためには韻律的
特徴に加え,分節的特徴も考慮する必要があることが
考えられる. また,発話内容を正確に伝えるためには,
言語情報以外に場面や話者の状態,感情などの感性情
報 (以下発話印象)も重要であることがわかっている.
そこで本研究では,自然な音声合成の実現を目指し,

発話印象を考慮した韻律的特徴, 及び分節的特徴を分
析を行い音声合成の発話印象付加による品質向上を図
ることを目的とし, そのための特徴量の検討を行う.
そのためにまず録音した自然発話に SD法を用い,9

軸の評価軸に対して評価実験を行った. その結果を元
に因子分析を行い,因子軸を 2つにしぼった. その後,
その 2軸に対して音声の特徴量の比較を行い発話印象
ごとの変化を調べた.

2 研究内容
音声を録音し,その音声から発話印象を考慮した合

成規則を見つけ,音声合成の質を高める.

2.1 音声コーパス
本研究における分析対象として,277発話を対象にし

ている.
音声はMister Oという絵本を用い,1対 1の対話方

式で録音を行った. Miste Oは台詞のない絵が 60コ
マ並んでいる外国の作者の絵本である. 絵本の中の 1
つの話から間の 24コマを抜き出しランダムに並べる.
正しい順番を二人で話し合い,その様子を録音した.
録音は Skypeによる会話を callbuberというソフト

を用い 16bit,42kHzで行った. また話者は男性 3名,女
性 1名の計 4名の音声を録音した.

2.2 対象とする音声の特徴量
本実験で対象とする音声の特徴量を表 1に挙げる.

特徴量はそれぞれの発話単位の音声から抽出してい
る. F0 は音声の高さを表しており,一つの音声発話内
の 10%,50%,90%と平均,標準偏差を求めている.
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Powerは音声の強さを表している.F0と同じく一つ
の音声発話内の 10%,50%,90%と平均, 標準偏差を求
めている.MFCC(Mel-frequency cepstral coefficients)
は第 1次メルケプストラム係数であり,声質を表して
いる.一つの音声発話内の最大値,最小値,平均,標準偏
差を求めいている. また,それぞれの値は praatを用
いて抽出している.

表 1: 特徴量抜粋
10% F0 の 10%の値
50% F0 の 50%の値

F0 90% F0 の 90%の値%
平均 F0 の平均値

標準偏差 F0 の標準偏差
10% Powerの 10%の値
50% Powerの 50%の値

Power 90% Powerの 90%の値
平均 Powerの平均値

標準偏差 Powerの標準偏差
最小値 MFCCの最小値

MFCC 最大値 MFCCの最大値
平均 MFCCの平均

標準偏差 MFCCの標準偏差

2.3 評価実験
上記のコーパスに対し,評価実験を行った. 評価方

法は SD法を用い,一つの音声に対して 9軸,5段階評
価で行った. SD法を用いた理由として,対立する印象
によって一つの発話ごとの特徴量の変化傾向をみるこ
とができると考えたからである. SD法に用いた軸は,
声質によって判別できると考えられるものを取り扱っ
た. また評価者は男性 8名である.

図 1: 評価軸と 5段階評価
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3 結果
3.1 因子分析
評価実験に用いた 9軸に対して因子分析を行った.

その結果を図 2及び表 2に示す.

図 2: 因子分析結果

表 2: 因子得点表
axis fact1 fact2

1 0.83 0.327

2 0.676 0.581

3 0.903 -0.034

4 -0.727 0.433

5 -0.854 0.201

6 -0.773 0.419

7 -0.16 -0.76

8 -0.746 -0.382

9 -0.763 0.299

図 2から第 1,及び第 2因子が影響を与えていること
がわかる. そこで第 1,第 2因子の因子得点を求めた.
表 2はそれぞれの軸ごとの因子得点の値を示している.
図 1と表 2から高い因子得点係数を示している発話印
象がわかる.fact1は”興奮”,”明るい”,”軽快”,fact2は”
威圧”,”激しい”などが挙げられる.

3.2 音響特徴量の比較

図 3: 第 1因子,第 2因子と特徴量の相関係数

第 1,第 2因子と各特徴量の相関関係を調べた. 図 3
に第 1因子,第 2因子と各特徴量との相関のグラフを
示す.
第 1因子と特徴量の相関を見たところ,Powerの最

小値,標準偏差がやや高い.これは第 2因子との相関に
も言えることから,Powerにおける最小値,標準偏差は
因子との関係が深いことがわかった. また第 2因子と
特徴量の相関をみると,最小値,最大値の他にMFCC
の最大値,平均が高い相関を示している. 第 2因子は”
威圧”,”激しい”などの発話印象を表していると思われ
るため,これらの発話印象はMFCCの値が上昇する傾
向があることがわかった.

F0 に関して,大きな相関が得られなかった. これは
今回個人差,男女差の正規化を行わずに特徴量を扱っ

たためと考える.

図 4: Powerと因子得点の関係図

図 4は求めた特徴量の中の Powerの値の中から平
均,標準偏差を抜粋した. また左が第 1因子得点,右が
第 2因子得点をそれぞれ対象にした際のグラフである.
横軸が因子得点,縦軸が Powerを示している.
平均において,第 1,第 2因子ともにばらつきは見ら

れるが,全体的に右下がりの傾向があることがわかる.
これより Powerの平均値は因子得点の値が大きくな
ると平均値が小さく,因子得点が小さくなると平均値
が大きくなることがわかる. また平均とは逆に,標準
偏差は因子得点の係数が大きいとき,標準偏差の値も
大きく,因子得点が小さくなると標準偏差も小さくな
ることがわかる. また全体的にみて第 1,第 2因子にお
いて Powerの値の分布に大きな変化は見られない.

4 まとめ
本研究では音声合成の発話印象付加を目指し,因子

分析と特徴量の比較,検討を行った. その結果求めた
因子の差による特徴量の変化はあまり見られなかった.
しかし,因子得点の係数が大きくなることで値が大き
く,または小さくなる特徴量がいくつか見られた.
今回正規化を行わなかったために低い相関であった

F0などの特徴量の取り扱う方法や,今回検討しなかっ
た別の特徴量などの導入を検討する必要があると考え
られる. また,今後は分節的特徴をより詳しく分析を
行い,音声合成に反映させる予定である.
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